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小澤首席調整官同席のもと、ウェブ会議で梶山経済産業大臣と会談する戸嶋町長

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
再
稼
働
に
か
か
る

理
解
と
協
力
の
要
請
に
同
意

　戸嶋町長は、経済産業省資源エネルギー庁小澤首席調整官の同席のもと、２月

12日に行われた梶山経済産業大臣との会談により、再稼働にかかる判断に必要な

要件が揃ったとして、15日に行われた竹仲議長への報告をもって、国からの美浜発

電所３号機の再稼働にかかる理解と協力の要請について同意を表明しました。

　即日、経済産業省資源エネルギー庁保坂長官に同意する旨を伝えるとともに、県

庁へ出向き、杉本知事に報告しました。

●�

住
民
説
明
会
や
広
報
等
を
通
し
て
、
町
民
理
解
が

深
ま
り
、
民
意
を
代
表
す
る
町
議
会
の
同
意
が
得

ら
れ
た
こ
と(

令
和
2
年
12
月
18
日
　
議
会
同
意)

●��

安
全
最
優
先
と
し
た
国
や
関
西
電
力
に
よ
る
安
全

性
向
上
対
策
及
び
防
災
対
策
、
な
ら
び
に
、
信
頼

回
復
へ
の
取
り
組
み
が
確
認
で
き
た
こ
と

　(

〜
令
和
3
年
2
月)

●��

関
西
電
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
等
に

対
す
る
具
体
的
か
つ
誠
意
あ
る
取
組
姿
勢
が
確
認

で
き
た
こ
と(

令
和
3
年
2
月
10
日
　
要
望
回
答
）

●��

国
に
よ
る
地
域
振
興
や
地
域
共
生
の
あ
り
方
、
こ

れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
町
が
求

め
る
方
向
性
が
確
認
で
き
た
こ
と

　(

令
和
3
年
2
月
12
日
　
要
望
回
答)

【
同
意
に
か
か
る
判
断
要
件
】

　

判
断
の
要
件
と
し
た
、
国
及
び
関
西
電
力
へ

の
要
望
内
容
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
10
月
16
日
に
国
か
ら
再
稼
働
に

つ
い
て
理
解
と
協
力
の
要
請
を
受
け
た
際
に
、
事

業
者
の
指
導
監
督
や
地
域
振
興
、
国
民
理
解
の
促

進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
明
確
化
等
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
12
日
の
梶
山
大
臣
と
の
会
談
で
は
、
町
長

か
ら
町
の
思
い
を
伝
え
た
後
、
大
臣
か
ら
町
の
要

望
に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

町
の
要
望
に
対
す
る
国
の
回
答

●�

美
浜
町
と
原
子
力
の
共
生
は
、美
浜
発
電
所
か
ら
、

大
阪
万
博
に
原
子
力
の
電
気
を
初
め
て
送
電
し
た

１
９
７
０
年
に
始
ま
り
、昨
年
、半
世
紀
を
迎
え
た
。

【
町
長
の
発
言
内
容
】

●�

歴
史
を
重
ね
る
中
で
、大
き
な
事
故
を
経
験
す
る
等
、

町
民
は
、不
安
を
抱
え
風
評
被
害
を
受
け
な
が
ら
も

国
策
に
協
力
し
て
い
く
と
の
強
い
信
念
を
も
っ
て
、原

子
力
と
の
共
生
に
努
め
て
き
た
。

●�

福
島
事
故
を
契
機
と
し
た
、原
子
力
発
電
に
対
す
る

安
全
性
へ
の
不
安
や
原
子
力
の
先
行
き
が
見
え
難
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、関
連
産
業
や
町
の
将
来
に
か

か
る
不
安
も
根
強
く
漂
っ
て
い
る
。

●�

町
と
し
て
、国
や
事
業
者
に
対
す
る
信
頼
の
も
と
、こ

れ
か
ら
も
安
全
最
優
先
に
国
策
に
協
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
、こ
う
し
た
我
々
、立
地
の
思
い
と
歴
史
を

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、回
答
を
お
願
い
し
た
い
。

【
国
の
回
答
内
容
】

① 

関
西
電
力
の
業
務
改
善
と

　
地
域
共
生
に
つ
い
て

　

関
西
電
力
が
、
適
切
か
つ
公
正
な
事
業
運
営
に

向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
、
国

と
し
て
も
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー･

監
督
し
て
い

く
。
同
時
に
、
関
西
電
力
が
嶺
南
地
域
の
一
員
と

し
て
、
地
域
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
主
体
的

に
汗
を
か
き
、
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
重
ね
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
い
く
。

②
町
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

地
域
振
興
に
つ
い
て

　

40
年
超
運
転
に
対
し
て
地
元
の
皆
さ
ま
に
ご
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
に
終
わ
り
は
な
い
。

今
後
と
も
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
尽
く

し
て
い
く
。
ま
た
、
立
地
地
域
の
振
興
は
、
最
も

重
要
な
政
策
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
各
種
の
交
付

金
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

支
援
、
専
門
家
派
遣
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
美
浜
町
の
皆
さ
ま
の
思
い

に
寄
り
添
い
、
国
と
し
て
も
き
め
細
か
く
最
大
限

支
援
し
て
い
く
。

③
原
子
力
発
電
の
国
民
理
解
に
つ
い
て

　

原
子
力
発
電
の
必
要
性･

安
全
性
に
つ
い
て
、

立
地
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
地
を
は
じ
め
、

広
く
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も

国
が
前
面
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

積
極
的
に
理
解
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

④
こ
れ
か
ら
のエネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
国
民
の
暮
ら
し
や
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
電
気
の
安
定
的
か
つ
安
価
な
供
給
や

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
れ
ば
、
安
全

確
保
を
大
前
提
に
、
原
子
力
の
利
用
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
方
向
性
を
示
し
、
前
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
国
の
責
任
と
考
え
る
。

　

昨
年
10
月
か
ら
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

議
論
を
開
始
し
て
い
る
が
、
安
定
供
給
の
確
保
は

も
ち
ろ
ん
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
い
う
視
点
も
踏
ま
え
て
、
原
子
力
の
将
来
の

あ
り
方
を
含
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
集
中
的
に

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
上
で
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
会
談
後
、
町
長
と
大
臣
は
避
難
道
路
や

情
報
伝
達
施
設
の
強
化
や
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
懇
談
し
、
立
地
地
域
の
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
も
理
解
を
得
ま
し
た
。
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町
で
は
、
昨
年
10
月
14
日
に
関
西
電
力
か
ら
業

務
改
善
計
画
の
報
告
を
受
け
た
際
に
、
同
社
に
対

し
て
、
信
頼
回
復
や
地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
等
に
つ
い
て
要
望
し
て
お
り
、
2
月
10
日

に
同
社
か
ら
町
の
要
望
に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま

し
た
。 町

の
要
望
に
対
す
る
関
西
電
力
の
回
答

●�

業
務
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
へ
の
理
解
活
動

等
誠
意
を
も
っ
て
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
か
ら
も
評
価
す
る
声
を

聞
い
て
い
る
。

【
回
答
に
対
す
る
町
長
の
発
言
内
容
】

●�

２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
、
安
定
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

電
動
化
に
要
す
る
将
来
の
電
力
需
要
等
を
見
据
え

る
と
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
あ
る
原
子
力
発
電

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

●�

半
世
紀
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

を
維
持
発
展
で
き
る
よ
う
、
安
全
最
優
先
で
の
事
業

推
進
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
一
員
と
し
て
要
望
事
項

の
実
行･

実
現
に
向
け
て
、
立
地
目
線
、
主
体
性
、

実
効
性
を
も
っ
て
着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
関
西
電
力
の
回
答
内
容
】

①
地
元
企
業
の
育
成
と

地
元
経
済
の
発
展
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　

地
元
企
業
で
施
工
可
能
な
工
事
に
お
い
て
は
、

安
全･

品
質
面
お
よ
び
地
元
な
ら
で
は
の
機
動
性

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
技
術
力
を
有
す
る
地
元
企

業
間
で
の
競
争
発
注
等
に
よ
り
、
地
元
企
業
の
活

用
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
地
元
企
業
の
技
術
力
向
上
の
た
め
の

研
修
や
受
注
機
会
拡
大
の
た
め
の
情
報
交
換
会

等
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

を
展
開
す
る
。

②
信
頼
回
復
に
向
け
た
取
リ
組
み
に
つ
い
て

　

広
報
紙
の
発
行
や
全
戸
訪
問
、
地
域
で
の
説
明

会
の
開
催
等
に
よ
り
取
り
組
み
を
広
く
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
う
活
動

を
実
施
し
、
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
て
い
く
。

④
地
域
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
教
育

や
文
化
の
充
実
等
、
引
き
続
き
、
町
の
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

↑町からの要望内容について戸嶋町長 (左 )に回答する松村原子力事業本部長 (中央 )

③
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
に
つ
い
て

　

町
の
総
合
振
興
計
画
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
て
、
自
社
の
強
み
を
生
か
し
、
町

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
実
効
性
を
も
っ
て
取
り

組
む
。

●�

原
子
力
事
業
は
、
国
民
理
解
は
も
と
よ
り
、
立
地

地
域
の
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係
な
く
し
て
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

竹
仲
町
議
会
議
長･

杉
本
福
井
県
知
事
に
同
意
を
報
告

　

2
月
15
日
に
、
戸
嶋
町
長
は
町
議
会
の
竹
仲
議
長
と
面
談
し
、
国
か

ら
の
再
稼
働
に
か
か
る
理
解
と
協
力
の
要
請
に
対
し
て
、
町
と
し
て
同

意
す
る
旨
を
伝
え
、
そ
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
の
説
明
に
対
し
、
竹
仲
議
長
は｢

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

や
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
を
考
慮
し
、
再
稼
働
に
か
か
る
判
断
を
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
、
発
電
所
に
関
し
て
の
安
全･

安
心
に
つ

な
が
る
監
視
や
、
国
や
事
業
者
へ
の
要
望
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
、
議

会
と
行
政
が
共
に
協
力
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い｣

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

↑竹仲議長に報告する戸嶋町長

↑杉本知事に報告する戸嶋町長

　

そ
の
後
、
戸
嶋
町
長
は
福
井
県
庁
に
出
向
き
、
杉
本
知
事
に
対
し
、

国
か
ら
の
再
稼
働
に
か
か
る
理
解
と
協
力
の
要
請
に
対
し
て
、
同
意
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

杉
本
知
事
か
ら
は｢

再
稼
働
に
か
か
る
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
町
長
の
ご
判
断
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
県
と
し
て
も
再
稼
働
に

つ
い
て
国
か
ら
要
請
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
今
月
12
日
に
は
梶
山
大

臣
か
ら
再
度
要
請
を
受
け
、
そ
の
際
に
は
、
検
討
の
前
提
と
す
る
中
間

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
も
報
告
い
た
だ
い
た
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

県
と
し
て
も
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い｣

と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
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美浜町長　戸嶋 秀樹

町民の皆さまへ
　｢美浜発電所３号機の再稼働 ｣にかかる町の理解と協力について町民の皆さまにご報
告させていただきます。

　美浜町は、国の発展に寄与すべく原子力発電所を誘致し、半世紀にわたり原子力と
共生するまちづくりを進めてきました。私たちは歴史を重ねる中で、大きな事故を経
験し、不安を抱え、風評被害を受けながらも国策に協力していくという強い信念と誇
りを胸に原子力との共生に努めてきました。

　しかしながら、福島での事故により、原子力発電の将来は見え難い状況にあり、原
子力政策は、事故後に定められた新しい安全基準に基づき ｢二度と福島のような事故
を起こさない ｣という覚悟のもと、｢安全の追及に終わりはない ｣という考えで、国及
び電力事業者における取り組みが進められています。
　美浜発電所では、新規制基準に適合するための安全性向上対策工事が実施され、昨
年 9月に完了し、その後、国から町に対し、3号機の再稼働について理解と協力の要
請がありました。

　私としましては、同意にかかる判断要件は、第一に町民の皆さまの理解が得られる
こと、第二に国や関西電力による安全対策、防災対策及び事業者としての信頼回復へ
の取り組みが確認できること、第三に国や関西電力への町からの地域振興や地域共生
についての要望に対して誠意ある回答が得られることと考えます。
　これまで広報紙等でお知らせしてきましたとおり、3号機の安全性や必要性、防災
対策について住民説明会等、あらゆる機会を通じて町民の皆さまへ説明し、理解活動
に取り組んでまいりました。昨年 12月には、民意の代表となる町議会としての同意の
ご判断をいただき、また、今年 2月には、町の要望に対する国、関西電力から誠意あ
る回答を得ることができました。
　私自身も国や関西電力からの詳細な説明や現地確認を重ねることで、3号機の安全
性向上対策や防災対策等について確認できたと考えています。
　これらのことを総合的に踏まえ、私としては、再稼働にかかる町の同意に必要な条
件が揃ったことから、安全最優先を大前提として ｢3 号機の再稼働にかかる理解と協力
の要請について同意する ｣との判断をさせていただきました。

　町では、これからも、原子力発電所が立地する町として、安全最優先での取り組み
はもちろんのこと、国や関西電力からの回答事項が着実に実行 ･実現され、町の発展
につながるよう議会とともにしっかりと注視してまいります。

　終わりに、今後とも、原子力と共生するまちづくりに皆さまのご理解とご協力をお
願い申し上げ、私からの報告とさせていただきます。

令和 3年 2月 15 日

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
137

　皆さんは、ご家庭で出た食用廃油 ( 使用したてんぷら油等 ) をどのように

処分していますか。実は、食用廃油も分別回収することで資源として活用す

ることができます。

　今月号では食用廃油の分別回収についてご紹介します。

ご家庭での食用廃油を
リサイクルしましょう！

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

志
賀
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

問

　

食
用
廃
油
を
家
庭
で
処
分
す
る
場
合
、

次
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

食
用
廃
油
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
食
用
廃
油
の
分
別
回
収
を
図

る
た
め
、
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
町
内

8
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
方
法

　

家
庭
で
廃
棄
さ
れ
る
液
状
の
植
物
性
食

用
油(

て
ん
ぷ
ら
油
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
等)

※�

賞
味･

消
費
期
限
切
れ
、
未
使
用
の
油

も
回
収
し
ま
す
。

※�

食
用
油
以
外
の
油
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
た
め
、
混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合(

日
向)

・
福
井
県
漁
連
早
瀬
支
所(

早
瀬)

・
美
浜
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー(

松
原)

・
美
浜
町
役
場(

郷
市)

・
新
庄
区
事
務
所(

新
庄)

・
東
部
診
療
所(

佐
田)

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
菅
浜
支
所(

菅
浜)

・
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト(

丹
生)

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
箇
所

■
回
収
で
き
る
油
の
種
類

　

使
用
済
み
の
油
は
“
て
ん
か
す
”
等
を

取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
各

回
収
場
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
し
っ
か
り
と
ふ
た
を

閉
め
、
油
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
回
収
方
法

　

回
収
さ
れ
た
食
用
廃
油
は
業
者
に
引
き

取
ら
れ
た
後
、
家
畜
用
の
飼
料
用
添
加
物

や
工
業
用
の
潤
滑
油
の
代
用
品
、
工
業
用

石
け
ん
な
ど
に
加
工･

処
理
さ
れ
て
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
新
た
な

資
源
を
生
む
だ
け
で
な
く
、
環
境
へ
の
負

担
も
軽
く
し
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化･

資

源
化
の
よ
り
一
層
の
推
進
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑町内8カ所に設置している食用油回収専用ボックス

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
ご
協
力
を

食
用
廃
油
の
処
分
方
法

　

こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
町

で
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用
廃
油
の

分
別
回
収
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①�

凝
固
剤
で
固
め
て
可
燃
ご
み
に
出
す

②�

新
聞
紙
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
等
に
染

み
込
ま
せ
て
可
燃
ご
み
に
出
す

③
そ
の
ま
ま
排
水
溝
に
流
す

　

こ
れ
ら
の
処
分
方
法
に
は
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　

①
の
処
分
方
法
で
は
、
凝
固
剤
を
購
入

す
る
必
要
が
あ
り
、
固
め
ら
れ
た
油
は
焼

却
時
に
大
き
く
燃
え
上
が
る
た
め
、
処
理

施
設
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

②
の
処
分
方
法
で
は
、
多
量
の
紙
が
必

要
と
な
る
ほ
か
、
焼
却
時
に
大
き
く
燃
え

上
が
る
た
め
、
処
理
施
設
に
負
担
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

③
の
処
分
方
法
で
は
、
排
水
溝
に
流
さ

れ
た
油
の
影
響
に
よ
り
下
水
処
理
施
設
に

負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
般
的

に
、
大
さ
じ
1
杯
の
油
を
浄
化
す
る
た
め

に
お
風
呂
17
回
分
に
相
当
す
る
水
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。


